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yx  がとり得る範囲を調べる。 kyx  とおくと、 xky  である。 

領域Dを図示すると右図の通りで、境界線を含む。 

k が最大になるのは )2,2( を通るときで、最小になるのは )1,1(  を通るとき。 

 42 ≦≦k  

 

51232)( 23  kkkkf とおき、 42 ≦≦k における増減を調べる。 

 )2)(1(6)2(61266)( 22  kkkkkkkf  

増減は右の通りで、 1k で極小、 2k で極大。 
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 3754848128)4( f  

 

F の最大値は15、最小値は 37  ……(答) 
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